
令和８年度 愛媛県老人福祉施設協議会 事業計画 

 

Ⅰ 基本方針 

   ２０４０年には後期高齢者が２０％に達すると見込まれ、介護サービスの利用ニーズは急増・

多様化が避けられない状況にある。少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少により介護人材の不足

は深刻化しており、持続可能な介護サービス提供体制の再構築が喫緊の課題となっている。さら

に、光熱費・食料品等の物価高騰、最低賃金を含む人件費の上昇、施設の老朽化などが事業所経

営を圧迫していることから、業務の効率化や多様な人材の活躍を促進する職場環境の改革など、

戦略的な取組が急務となっており、現在、介護を取り巻く環境は大きな転換期を迎えている。 

このような背景を踏まえ、本会は、会員施設の環境整備・体制強化および専門性向上を支援す

るとともに、安定的な運営・経営に資する制度・政策の改善や事業推進に取り組むため、下記重

点項目に基づく組織力強化と創意工夫を生かした事業展開を通じて、県民に信頼される施設づく

り、ならびに地域全体で高齢者を支える環境づくりを目指す。 

 

Ⅱ 重点項目及び重点事業等 

 

１ 組織力の強化及び発展 

   理事会・部会・委員会活動を通して会員施設のさらなる一体感の醸成を目指す。 

（１）理事会と各部会・委員会との連携強化 

（２）組織力強化のための研修会の実施 

（３）本会と地区老施協の一体的事業の実施 

（４）会員施設への還元性の強化 

 

２ 会員としての帰属意識の強化 

  会員になってよかったと実感できる組織づくり及び事業展開を目指す。 

（１）各部会・委員会等への積極的参加と運営推進の強化 

（２）本会と地区老施協が一体となった会員施設の防災対策の強化 

（３）地区老施協の介護の日イベントの継続・拡充等による地域住民への「介護」の理解促進 

（４）会員ニーズの集約及び効果的な事業展開のための情報提供 

 

３ 本会事業の創意・工夫による強化及び開発 

  創意工夫による事業等の一層の向上と新たな視点による事業等の開発を目指す。 

（１）地区老施協の主体的関わりによる愛媛県老人福祉施設大会の開催 

（２）本会と地区老施協が一体となった職員育成の強化及び役割分担による還元性の強化 

    ・地区老施協の企画・実施研修を本会と共催で実施 

  （３）専門職強化のための研修の実施等 

    

４ 四国及び全国老施協との連携強化 

 四国及び全国段階の研修や会議から得た情報の提供を充実させるとともに、交流を通じた新た 

なつながりづくりを目指す。 

（１）四国及び全国老施協主催の会議・研修会への参加協力 

（２）全国・四国老施協と連携し、制度や政策の改善に向けた提言・要望活動の実施 

 

５ 行政及び関係機関・団体との連携強化 

   行政等への提言力及び社会福祉協議会等関係団体との連携による社会貢献力の向上を目指す。 

（１）各種施策及び施設整備の充実等に関する意見・要望の把握 

（２）介護職員確保に向けた行政・社会福祉協議会等との連携 



Ⅲ 実施事業 

 

１ 諸会議の実施 

（１）正副会長会（２回程度） 

（２）理事会（３回程度） 

（３）総会（２回） 

（４）監事会（１回） 

（５）デイサービスセンター部会（２回） 

（６）軽費・ケアハウス部会（２回） 

（７）養護老人ホーム部会（２回） 

（８）総務委員会（２回程度） 

（９）研修委員会（２回程度） 

（10）次世代委員会（３回程度） 

（11）感染症対策班（随時） 

（12）その他会長が必要と認めた会議 

 

２ 調査・研究・広報等の実施（総務委員会・感染症対策班関係事業） 

（１）新しい指導・監査方針への対応 

（２）各種施策・制度等に関する情報収集と提供及び意見・要望の把握 

（３）南海トラフ地震等の災害を想定した防災への取り組み 

  ①防災に関する研究・研修会 

  ②緊急連絡網の整備 

    ③施設マップの作成と支援物資の備蓄拠点・輸送ルート等の整備 

  （４）感染症対策支援事業 

    ①オンライン環境の管理・運営 

    ②施設における感染対策・助言 

  （５）老施協及び介護に関する情報発信の強化 

   ①ホームページの管理・運営 

   ②各種情報発信・アンケート調査等 

 

３ 研修の実施（部会・研修委員会関係事業） 

（１）施設長研修会（２回） 

（２）デイサービスセンター職員研修会（２回） 

（３）軽費・ケアハウス職員研修会（２回） 

（４）養護老人ホーム職員研修会（２回） 

（５）地区老施協共催研修会 

（６）テーマ別研修（４回）※開催順は未定 

  ①「明日から使える！」認知症ケア 

  ②ＩＣＴ・ＡＩを介護分野でうまく使う方法 

  ③コミュニケーション 

  ④ＡＣＰ・意思決定支援     

（７）その他会長が必要と認めた研修会 

    

４ 大会等の実施（次世代委員会関係事業）※月別実施計画は別表のとおり 

（１）第２１回愛媛県老人福祉施設大会（５月２８日） 

（２）介護の日啓発イベント・巡回型介護教室（各地区老施協）等 

（３）第７３回四国老人福祉施設関係者研究大会（愛媛県）（９月１～２日） 

 

 



５ 連携強化及びその他目的達成のための諸事業の実施 

（１）四国及び全国老施協関係会議・研修への参加並びに事業実施協力 

  ・四国老人福祉施設協議会会長及び事務局県（令和７-８年度） 

  ・第５回全国老人福祉施設大会・研究会議 ＪＳフェスティバルｉｎ徳島 

（２）愛媛県長寿介護課等との意見交換会の実施 

（３）関係機関・団体との連携による社会貢献活動 

（４）会員施設名簿の作成 

（５）情報発信の強化（Ｅメール・ＬＩＮＥ・ＹｏｕＴｕｂｅ等） 

（６）その他会長が必要と認めた事業 


